
学校番号 ２０６ 

令和 3 年度 芸術科（音楽） 

 

教科 芸術 科目 音楽Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 Tutti 音楽Ⅱ（教育出版） 

副教材等  なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・音楽Ⅰで身に付けた音楽的基礎能力を土台にさらに個人の演奏能力を高め、音楽をより深く知

り、味わってもらいたいです。 

・学習の到達度は、授業で配布する練習ノートや実技テストで評価します。 

・音楽Ⅱの学習では、選択者のメンバーによるグループ演奏を中心に行います。音楽Ⅰで身に付

けた音楽的能力を応用し、みんなで音楽を創っていきましょう。その中で、協調性を養い、友

達と音楽を創り上げていく喜びを体験してもらいたいです。 

・高校の音楽の授業が、みなさんが生涯ずっと音楽を愛好し続けていくきっかけになればと思い

ます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

音楽の諸活動を通して、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育てるとともに、感性を高め、個性

豊かな表現の能力と主体的な鑑賞の能力を伸ばし、音楽文化についての理解を深める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:音楽への関心・意欲・態度 b:音楽表現の創意工夫 c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

音楽や音楽文化に関

心を持ち、歌唱・器

楽・鑑賞の学習に取

り組む。 

音楽を形作っている

要素を知覚し、それ

らの働きを感受しな

がら、歌唱・器楽・創

作の音楽表現を工夫

し、どのように歌う

か、演奏するか、音楽

を作るかについて表

現意図を持つ。 

創意工夫を生かした

音楽表現をするため

に必要な歌唱・器楽

の技能を身に付け、

創造的に表現しよう

と取り組む。 

 

音楽を形作ってい

る要素を知覚し、そ

れらの働きを感受

しながら、楽曲や演

奏を解釈したり、そ

れらの価値を考え

たりして、音楽に対

する理解を深め、良

さや美しさを創造

的に味わって聴く。 

評
価
方
法 

観察 

練習ノート 

観察 

練習ノート 

実技テスト 

テストの記録（自分

の演奏について・友

達の演奏についての

感想文） 

観察 

鑑賞シート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

豊
か
な
声
の
た
め
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ 

【歌唱】 

身体のウォーミングアップ 

声のウォーミオングアップ 

見上げてごらん夜の星を 

瑠璃色の地球 

校歌３番【テス ト課題】 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a:歌う喜びを味わい、イメージ

を持って歌うことに主体的に

取り組もうとしているか。 

b:音楽を形作っている要素を

知覚し、それらの働きが生み出

す曲想や特質を感受しながら、

歌詞の内容と関わらせてどの

ように歌うか、表現意図をもっ

て取り組ませる。 

c:表現したいことを伝えるた

めの歌唱の技能を身に付けた

か。 

ｄ:楽曲の構成を理解して歌唱 

できたか。 

観察 

練習ノート 

実技テストの

記録 

コ
ー
ド
ネ
ー
ム
を
覚
え
よ
う
！ 

【楽典】 

《コードネームを覚える》 

・各コードの理解 

・身近な旋律のコード奏 

・選択曲のコード奏発表会 

〇 

 

 

 

 

〇 〇 〇 

 

a:教科書を参考に、基本的な 

 コードを覚え、身近な旋律に 

合わせて、ギターまたはキ

ーボードでコードを奏し、

その響き・色合いに興味を

持たせる。 

b.各コードの構成音を理解し、 

 構成音の組み合わせによる 

 響きを感受し、コード進行 

 による音楽表現の効果を考

察させる。 

C:ギターまたはキーボードで 

 自らが選択した旋律をコー

ド奏し、音楽表現を工夫させ

る。 

d:各自が選択した楽曲をコー

ド奏し、発表させ、お互いの 

 演奏やコード進行について 

 考察させる。 

 

 

 

  

 

 

 

観察 

練習ノート 

実 技 テ ス ト

（ 発 表 会 形

式） 

実技テストの

記録 

演奏の聴取 



１
学
期 

鑑
賞
①
～
な
ご
り
雪
の
コ
ー
ド
進
行
を
味
わ
お
う
！
～ 

【鑑賞】 

なごり雪 

（教科書 P.65） 

 

○  ○ ○ a：教科書の楽譜を見ながら、

コードの響きとコード進行の

美しさに関心をを持ち、主体的

に鑑賞しようとしているか。 

c:ギターの奏法を鑑賞するこ

とによって、自分が演奏する際

の参考にし、イメージをもって

演奏するための技能を磨くこ

とに役立てているか。  

d:音楽を形づくっている要素

を知覚し、それらが生み出す特

質や曲想などを感受しながら、

音楽に対する理解を深め、良さ

や美しさを創造的に味わって

聴いているか。 

観察 

鑑賞ノート① 

２
学
期 

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
味
わ
お
う 

【歌唱】 

島唄（二部合唱） 

 

○ ○ ○ ○ a:曲想と歌詞の内容に関心を

持ち、合唱する学習に主体的に

取り組もうとしているか。 

b:旋律・ハーモニーを知覚し、

それらの働きが生み出す特質

や曲想を感受し、どのように歌

うか表現意図をもって取り組

んでいるか。 

c:曲想を歌詞の内容と関わら

せて感じ取り、イメージをもっ

て合唱するために必要な歌唱

の技法（発声・言葉の発音・呼

吸法・姿勢や身体の使い方）を

身に付け、パートのメンバーと

協力し合い、創造的に取り組ん

でいるか。 

d:ある程度合唱することに慣

れてきた段階で録音し、自分達

の演奏について感想を述べさ

せる。 

観察 

練習ノート 

実技テスト 

（個別に） 

テストの記録 

演奏の聴取 



２
学
期 

ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
挑
戦
！ 

【器楽】 

《音Ⅰの復習》大きな古時計 

 

島唄（ギター四部合奏） 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

a:ギターの音色や基礎的な奏

法を復習し、それらを活かして

演奏する学習に主体的に取り

組もうとしているか。 

b:音色・リズム・ハーモニーな

ど音楽を構成している要素を

知覚し、それらの働きが生み出

す特質や曲想を感受し、どのよ

うに演奏するか表現意図をも

って取り組もうとしているか。 

c:ギターの音色や奏法の要点

を活かした技能を身に付け、創

造的に奏しようとしているか。

メロディー（上下）、コード、

ベースの４パートで合奏し、完

成させようとしているか。 

d:班別に発表会を行い、お互い

に演奏を鑑賞させ、感想を述べ

させ、味わわせる。 

観察 

実技テスト 

（ 発 表 会 形

式） 

実技テストの

記録 

演奏の聴取 

島
唄
の
原
曲
を
味
わ
お
う
！ 

【鑑賞】 

島唄（THE BOOM） 

○  ○ ○ a:沖縄音階の特徴や歌詞の本

当の意味に関心を持ち、作詞・

作曲者の思いが込められた演

奏を主体的に鑑賞しようとし

ているか。 

c:三線を含む本格的なバンド

演奏を鑑賞することによって、

自分が演奏する際の参考にし、

イメージをもって演奏するこ

とに役立てようとしているか。 

d:音楽を形づくっている要素

を知覚し、それらが生み出す特

質や曲想などを感受しながら、

音楽に対する理解を深め、良さ

や美しさを創造的に味わって

聴いているか。 

観察 

鑑賞ノート② 



３
学
期 

自
由
曲
に
挑
戦
！ 

【器楽】 

グループアンサンブル 

 ・２～６名 

 ・使用楽器 

   

  ギター 

  キーボード 

  ピアノ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:音楽Ⅰ・Ⅱで修得したギター

にキーボード、ピアノを加えて

自由にグループを組み、選曲

し、自主的に音楽を創り上げて

いこうとしているか。 

b:音色・リズム・ハーモニーな

ど音楽を構成している要素を

知覚し、それらの働きが生み出

す特質や曲想を感受し、どのよ

うに演奏するか表現意図をも

って取り組もうとしているか。 

c:各楽器の音色や奏法の要点

を活かした技法を身に付け、創

造的に奏しようとしているか。 

各パートの役割（メロディー・ 

コード・ベース）を自覚し、バ

ランスよく合奏し、完成させよ

うとしているか。 

d:班別の発表会を行い、お互い

の演奏について、感想を述べさ

せ、完成度や良さを味わわせ

る。 

 

観察 

練習ノート 

実技テスト 

（ 発 表 会 形

式） 

実技テストの

記録 

演奏の聴取 

※ 表中の観点について a:音楽への関心・意欲・態度   b:音楽表現の創意工夫 

c:音楽表現の技能        d:鑑賞の能力  

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


